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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、線維芽細胞増殖因子（FGF）ファミリーのメンバーをコードしています。FGFファミリーのメンバーは、広範な分裂促進作用および細胞生存活性を有し、胚発生、細胞増殖、形態形成、組織修復、腫瘍の増殖および浸潤など、様々な生物学的プロセスに関与しています。このタンパク質は胚発生期および成体の小脳および大脳皮質で発現し、血管の成長と正常な脳の発達に必須であると考えられます。この遺伝子の変異は、嗅覚障害の有無にかかわらず、低ゴナドトロピン性性腺機能低下症20の原因となります。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。[RefSeq提供、2015年1月]、発生段階：E14.5の胚で検出されますが、E10.5およびE19.5では検出されません。 E14.5の胎児脳の峡部および隔壁の神経上皮で優先的に発現する。,機能:胎児脳の誘導およびパターン形成におけるシグナル伝達分子である可能性がある。,類似性:ヘパリン結合成長因子ファミリーに属する。,組織特異性:胎児脳で優先的に発現する。,
	研究分野
	MAPK_ERK_Growth;MAPK_G_Protein;アクチンと細胞骨格を制御;がんの経路;黒色腫;
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	FGF-17ポリクローナル抗体を用いたNIH-3T3細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

